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まちづくりNPO が運営する雑司が谷プレーパーク活動 
の特徴と公共空間利用の変化 
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Characteristics of Zoshigaya Play-park operated by the NPO Machizukuri  
and its effect on changes in the usage of public space 
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要  約 若いファミリー世代の増加が著しい雑司が谷地域において，新住民の地域コミュニティへの参加
は課題であり，雑司が谷プレーパークはそのきっかけの大切な場となっている。本稿は雑司が谷プレーパー
クの立ち上げの経緯を明らかにすることを通して，まちづくり NPO によるプレーパーク活動の特徴と，プ
レーパーク活動が地域の公共空間の使い方に及ぼす影響について考察することを目的とする。まちづくり
NPOの多様な人材のネットワーク，フラットな組織体制と相互の助け合い，まちづくり専門家の参加，多様
性を前提としたインナーコミュニケーションといった特徴が有用されたことで，プレーパーク活動が短期間
で安定的運用に至ったと考えられる。また，プレーパークに絡めた防災かまどの設置や防災訓練の実施，子
ども遊びの危険発見と迅速な対応といった，公園の使い方へも影響を与えた。 
 
Abstract  Younger families have recently increased markedly in Zoshigaya, and participation in the local 
community by new residents is an issue there. Zoshigaya Play-park provides an opportunity for new residents to 
participate in the community. The aim of this paper was to discuss characteristics of this play-park operated by the 
NPO Machizukuri and its effect on changes in usage of public space. This paper describes events leading to the 
founding of the Zoshigaya Play-park. The Play-park succeeded in the short term due to the characteristics of 
Machizukuri NPO. The NPO is a network of diverse members, it has a flat structure, and members provide mutual 
support. Members of the group communicate with one another, and that communication is predicated on the 
participation of Machizukuri experts and diversity. In addition, the Play-park has affected the usage of public parks. 
Residents conducted a disaster prevention drill using the newly installed Kamado benches (which double as grills 
in an emergency) and can quickly identify and respond to risky play by children.  
  
  

1. はじめに 

近年雑司が谷はマンションやミニ開発の増加に

より，若いファミリー世代が増加している。雑司が
谷一～三丁目の９歳以下の人口の変化を Fig.1 に示
す。平成 21年，26年，31年の三時点を比較すると
９歳以下，特に４歳以下の増加が著しい。既成市街
地における，いわゆる新住民の地域コミュニティへ
の参加は，他地域と同様に雑司が谷においても課題
であり，町内会への入会率が減少し，地域のまちづ
くり協議会会員も町会長など旧住民が多くを占めて

―――――――――――――――――――――――
* 人間生活学研究科生活環境学専攻 

Graduate School of Human Life Science, Division of Living 
Environment  

** 家政学部居住学科 
Department of Housing and Architecture 



日本女子大学大学院紀要 家政学研究科・人間生活学研究科 第 26号 

― 38 ― 

いるのが現状である。一方で，新住民の参加への障
壁が低い場も存在する。ひとつは毎年 10 月に開催
される雑司が谷鬼子母神御会式大祭である。その成
り立ちから日蓮宗信者に限らず参加者を受け入れて
おり，新たに講社を立ち上げて参加することも可能
で，新住民と地域コミュニティの接点となっている
ことは，細野ら 1）の研究により明らかになっている。
もう一つは雑司が谷プレーパーク活動である。プレ
ーパークは小さな子どもを持つファミリーが主な参
加者となり，且つ年間を通した活動のため，新住民
が地域コミュニティに入るきっかけとして大切な場
になっている。 

1978年の羽根木プレーパークから始まり，現在に
至るまで全国においてプレーパーク注 1）活動は広が
りをみせており，400 を超える団体の運営が確認さ
れている注 2）。日本冒険遊び場づくり協会がプレーパ
ークで大切にしていることの一つに「子どもの生活
圏にあること」注 3）を挙げていることからも，プレー
パークは地域に密着したコミュニティ活動となるこ
とは必然といえよう。プレーパークの運営主体の構
成を Table 1に示す。「主たる活動として冒険遊び場
づくりを行う市民活動グループ」が 59.6%と最も多
いが，本稿で研究対象とする雑司が谷プレーパーク
は，まちづくり NPOが主催しており，運営主体とし
て 14.9%と次に多い「冒険遊び場を主としない市民
活動グループ」に該当する注４）。本稿は，雑司が谷プ
レーパークの立ち上げの経緯を明らかにすることを
通して，まちづくり NPO によるプレーパーク活動
の特徴を明らかにすること，更にプレーパーク活動
が地域の公共空間の使い方に及ぼす影響について把
握することを目的とする。筆者も会員の一人として
参加しているまちづくり NPO 理事会の会議内容及
び議事録，毎月のプレーパーク通信の情報整理を行
い，また，雑司が谷ひろばくらぶの副理事でありプ
レーパーク活動のリーダーと，まちづくり NPO 法
人にボランティアで参加しているまちづくりコンサ
ルタント両名へのヒアリングを実施した。 

2. 既往研究 

プレーパークに関する研究は多く行われている。
全国のプレーパーク活動団体の実態を継続的に調べ
ている梶木による研究 2）3），プレーパークの利用実
態を把握した神谷ら 4），森賀ら 5），梶木ら 6）による研
究，プレーパークの運営形態に主眼をおいた朴 7），梶

木 8），嶽山ら 9），濱本ら 10）の研究があるが，これら
は「主たる活動として冒険遊び場づくりを行う市民
活動グループ」によるプレーパークを対象としてい
るものが大半である。一方で本研究は，「地域まちづ
くり NPO 組織の一活動として存在するプレーパー
ク」を対象としていること，また筆者が NPO組織の
一会員として観察参与をしてきたことにより，プレ
ーパークの立ち上げから安定的運営までの詳細の経
緯，及び関係者の心情まで踏み込んで考察している
こと，プレーパーク活動と公共空間の使い方の関係
にも焦点を当てていることが特徴である。 

3. 雑司が谷プレーパークの実態 

3.1 雑司が谷プレーパークの運営主体 
雑司が谷プレーパークは，まちづくり NPO 法人
「雑司が谷ひろばくらぶ（以下ひろばくらぶ）」の一
活動である。ひろばくらぶは，東京都豊島区雑司が
谷を拠点としており，「高田小学校跡地の公園と施設
を地域のコミュニティや防災の拠点として活用し，
そこに集う人々が中心となって，地域のまちづくり
をさらに活性化することを目的に活動」しており注 5），
2020 年 3 月に開園する新設公園の指定管理者を目
指して現在活動している。雑司が谷で 20 年近くま
ちづくりに取り組んでいる雑司が谷・南池袋まちづ
くりの会と，高田小学校跡地の公園検討を行ってい
る「公園計画検討会」が主な母体であり，現在約 20
名の会員が在籍し，雑司が谷在住歴，性別，年齢が
多様な会員によって構成されている。ひろばくらぶ
の活動を Table 2 に示す。四つの活動分野があり，
「みどり」は公園緑地の維持活動に加え（Photo 1），
地域にある荒れたちょっとした空き地を清掃して壁
等に絵を描き，ベンチや植木などを設置することに
より，まちかどの休憩コーナーをつくる活動をして
いる（Photo 2）。「あんぜん」は小中学生の見守りパ
トロール隊による活動，安心安全や景観にかかるま
ち点検会の継続的実施と，落書き消しなども行なっ
ている。「あそび」は本研究対象であるプレーパーク
活動であり，「まなび」は地域の歴史や文化を大切に
するための活動で，地域のまち並みに貢献している
前庭を表彰する前庭コンクールや，まち歩きをして
地域の資源を探してまちづくりの芽を育てるといっ
た様々な活動をしている注 6）。 
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Fig.1 Population of children age 9 and under in blocks 1, 2, 

and 3 of Zoshigaya 
出典：住民基本台帳による年齢別人口 

http://www.city.toshima.lg.jp/070/kuse/gaiyo/jinko/023949.html 

 
Table 1 Group operating the Play-park 

運営主体 N=188 

主たる活動として冒険遊び場づくりを行う市民活

動グループ 
59.6% 

冒険遊び場を主としない市民活動グループ 14.9% 

行政・自治体 2.1% 

企業などの民間事業者 2.1% 

その他 （NPO 法人，指定管理者，公園管理者，

大学，実行委員会形式など） 
21.3% 

出典：特定非営利活動法人日本冒険遊び場づくり協会 第 7 回 冒険遊

び場づくり活動団体 
実態調査 調査期間 2016 年 11~1 月 

 
Table 2 Activities operated by Zoshigaya Hiroba Club 

活動分野 事業名 事業内容（活動） 

みどり 
地区内の公園緑地の

保全維持管理活動 

雑司が谷中央児童遊

園のボランティア清掃 
・花壇づくり 

あんぜん 
地域の安心・安全活

動 

落書き消し 

安心安全景観等にか

かるまち点検会 

小中学生見守りパトロ

ール 

あそび 子ども育成活動 
近隣の子供たち向け

の公園遊び会の開催

＝プレーパーク 

まなび 
歴史と文化を育む活

動 
前庭コンクール 
まち歩き勉強会 

 
Photo 1 

 

 
Photo 2 

 
3.2 雑司が谷プレーパークの活動概要 
 雑司が谷プレーパークは，毎月第三日曜日の 10時
半から 14 時半まで，豊島区の公園で開催している
（Photo 3, 4）。子どもが自ら考えてやりたいことを
思いっきりやれる場，そして大人にものびのびとし
た気持ちで子どもを見守りながら，大人同士の交流
も促す場となることを目指している注 7）。プレーリー
ダーは不在で，常時 3，４名のスタッフにより運営
している。そのうちの一人は雑司が谷ひろばくらぶ
副理事でありプレーパークのリーダーA 氏，他は子
ども遊びのボランティア活動を続けている P氏，過
去にプレーパーク運営をやっていたQ氏とその友人
の R氏と，地域外から参加するボランティアスタッ
フで構成されている。 
 プレーパークへのこれまでの参加人数を Fig.2 に
示す。参加人数は子どもと大人を含み，参加者の出
入りも含めた凡そののべ人数となっている。2017
年 11月の豊島区主催の出張プレーパークを除くと，
2018 年までの参加人数は 20～50 人で推移していた
が，2019 年に入ってからは 50～70 人程度と，二年
目に入って参加人数が増加している。現在会場とし 
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Photo 3 

 
Photo 4 

て使用している公園の規模及びスタッフ人員よりこ
れ以上の増加は運営上難しいため，現在の参加人数
は妥当といえ，順調な運営が続いている。 

4. 雑司が谷プレーパーク設立経緯 

雑司が谷プレーパークの立ち上げから，安定的開
催に至るまでの経緯を Table３に示す。活動内容と各
種手続き，広報活動，雑司が谷ひろばくらぶの関わ
りについて，それぞれ以下に記す。 

 
4.1 活動と各種手続きの経緯 
 2017 年 10 月に，A 氏の知人，友人に声をかけた
小規模な公園遊び「子どもあそびばプロジェクト
Vol.1」を行い 30名が参加した。この公園遊びは東京
プレイデー注 8）実施日の 10月１日だったため，46か
所ある（2017年時点）東京プレイデーのサテライト
会場として登録された。11月には豊島区主催，NPO
法人豊島子ども WAKUWAKU ネットワーク（以後
WAKUWAKU）運営による，出張プレーパーク「子ど
もあそびばプロジェクト Vol.2」を，廃校となった旧
高田小学校校庭にて開催し，その準備のために，A
氏，WAKUWAKU，豊島区子ども課で，校庭の下見，
打ち合わせを実施して計画を練った。当日は約 200
人の参加者があり，大盛況であった。校庭を使用で
きたため，段ボール遊びがのびのびとでき，廃校と 

 
Fig.2 Number of attendees to the Zoshigaya Play-park 
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Table 3 Events leading to the founding of the Zoshigaya Play-park 

年 月 活動 各種手続き 広報活動 雑司が谷ひろばくらぶの関わり 

20
16
 

7    A氏，高田小跡地公園検討会にて
プレーパーク実施を提案 

20
17
 

7    A氏，再度プレーパーク実施をひ
ろばくらぶ準備組織へ提案 

9    
NPO 法人設立へ向けた活動の実
績づくりのひとつとして「子供育
成活動」が決定 

10 

小規模の公園遊び（こどもあそびばプロ
ジェクト Vol.1）を実施。東京プレイデー
のサテライト会場に認定される 

 

 

 
豊島 wakuwaku ネットワーク，豊島区子
ども課と出張プレーパーク会場を下見，
打ち合わせ 

打ち合わせ議事録をメンバーに展開 

11 
出張プレーパーク（こどもあそびばプロ
ジェクト Vol.2）を開催（主催：豊島区，
運営：NPO豊島wakuwakuネットワーク） 

 
豊島区主導でチラシ等配布 

出張プレーパークにひろばくら
ぶ会員 5名，日本女子大学生 6名
が出張プレーパークに手伝いと
して参加 

毎月のプレーパーク通信をひろばくら
ぶメンバーへ配信が始まる 

ひろばくらぶ副理事として A 氏
が就任 

12 
雑司が谷ひろばくらぶ主催プレーパーク
（こどもあそびばプロジェクト Vol.2），1
回/月実施開始。  保育園等知り合いのつてでメーリング

リストにお知らせ 
 

他地域のボランティア P, S氏による支援 

20
18
 

1 

雑司が谷プレーパークに名称を変更。

 広報活動の必要性を認識  開催日程の固定（第三日曜日）
他地域のボランティア 3 名の定期的な支
援が始まる 

2    NPO 法人雑司が谷ひろばくらぶ
が正式に設立 

4  豊島区の後援を獲得  

5 公園の高い擁壁の上を歩く子どもを確認し，豊島区公園緑地課へ連絡  

チラシ配布（小学校 2校・保育園置きチ
ラシ，町内掲示板） 会員によるチラシ配布 
A氏，としま会議にて雑司が谷プレーパ
ークについてのスピーチを実施 

6   チラシ配布（小学校 3校での配布，保育
園置きチラシ，町会掲示板） 

会員によるチラシ配布 

7 （猛暑のため参加者が少ない） 公園占用許可取得→水
栓の使用が可能になる

 
A氏，アシスとしまキックオフイベント
（区主催）にてプレーパークを紹介する
A氏，セーフコミュニティ会合にNPO代
表として参加 

 

8 （お盆休み中のため開催参加者少）   

9 （大鳥神社例大祭と重なり参加者少）   

10   チラシ配布（小学校 2校 1-2年生，保育
園置きチラシ，町会掲示板） 会員によるチラシ配布 

11 各回でテーマを設けることにし，11 月は
木の実を使った工作    

20
19
 

1 テーマ：竹とんぼ  チラシ配布（小学校 2校 1-3年生，保育
園置きチラシ，町会掲示板） 会員によるチラシ配布 

2 

プレーパークの火器使用のため，近隣（30
戸）を挨拶周り 火器使用許可取得 

火の使用をアピールしたチラシを作成
し配布（小学校 2校 1-3年生，保育園置
きチラシ，町会掲示板） 

会員によるチラシ配布 
火器使用に伴う周辺住民への挨
拶周りに，会員 2名が協力 

防災かまどを使用したプレーパーク
テーマ：火 
防災かまどの使用訓練の実施

保険への加入を始める  
防災かまどを使用したプレーパ
ークに会員 6名，日本女子大学生
3名が協力 

3 公園内町内会倉庫の使用が可能になる（区議が公園緑地課に打診）  NPO 法人 日本冒険遊び場づくり協会の
遊び場マップに掲載される 

 

4  

公園占用許可と火器使
用許可取得 チラシ配布  
子どもゆめ基金の申請
が通り，助成金を取得

 5 テーマ：こおろぎ，かいこ観察   

 6 テーマ：たけとんぼ，そうめん（かまどベンチで煮炊き）    

 8 テーマ：川下りの水路づくり   
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なるため原状復帰にそこまで神経質になる必要がな
かったため，絵具やチョークなどのお絵描きも思い
っきりでき，参加者からとても好評であった。翌月
12月から，正式に雑司が谷ひろばくらぶ主催注 9）の
プレーパーク「子どもあそびばプロジェクト Vol.３」
を開始し，同時に月一回の頻度で開始することを正
式に決定した。12月のプレーパークには，11月の出
張プレーパーク時にお手伝いとして参加していた P
氏，S 氏が応援に駆け付けた。P 氏は近隣小学校の
学童サポートをしており，S 氏も子どもの遊び場づ
くりの経験が豊富であり，遊びのきっかけづくりへ
の多大なる支援をした。 

2018年 1月から，プレーパークの名前を「雑司が
谷プレーパーク」へと変更し，開催も第三日曜日に
固定した。引き続き P氏，新たに Q氏，R氏がボラ
ンティアとして参加し，遊びのきっかけづくりの支
援をした。この 3名はこの後もほぼ毎回助っ人とし
て参加することとなる。4 月には豊島区の後援を獲
得した。2018年の夏は猛暑だったこと，お盆休みと
重なったこと，また 9月は大鳥神社の例大祭と同日
だったため，参加者が少なかった。一方 7月には公
園占有許可を取得できたことにより，水栓を使用し
た水遊びが可能になり，暑い夏の外遊びには大きな
前進となった。 

2019年 2月には，兼ねてから切望していた火器使
用許可を取得したことで，初めて火を使ったプレー
パークが開催された。会場としている公園には当初
かまどベンチがなかったが，豊島区子ども課，公園
緑地課の支援によりかまどベンチが設置され，プレ
ーパークと同時に住民が防災かまどを使用する機会
にもなった。周囲を住宅で囲まれた公園のため，近
隣の約 30 住戸に，プレーパークでの火器使用のお
知らせと挨拶を行った。また，2 月から保険にも加
入し，怪我や事故への対応体制を整え，3 月には公
園内の町内会倉庫にプレーパークで使用する荷物を
置かせてもらえるようにもなった。プレーパークで
の遊びが広がる中で，道具類が増えて置き場所に困
っており，区議会員に相談していた案件であった。
また，4 月には年間の公園占用許可及び火器使用許
可を取得したことにより，遊びの選択肢が広がり，
プレーパークの安定的開催への体制を築いた。更に
令和元年の子どもゆめ基金注 10）の申請が通り助成金
を獲得したことで，ボランティアスタッフへの支払
いなども可能となった。 

プレーパークを実施する中で，公園の危険箇所に
気づくこともあった。2018年 5月のプレーパーク開
催時に，子どもがフェンスを伝って高い擁壁の上を
歩く姿を確認し，落ちると致命傷の危険がある懸念
があるため，急遽その場で対応すると共に，豊島区
公園緑地課へ連絡し，恒久的な対応へと至った。 
 
4.2 プレーパーク活動のコミュニケーション 
雑司が谷のプレーパーク活動のコミュニケーシ
ョンは，ひろばくらぶ会員向けと会員以外の外向け
の二つに分類される。外向けのうち，プレーパーク
開催のお知らせについては，雑司が谷ひろばくらぶ
主催のプレーパークが始まった当初，保育園，父親
によって構成されるおやじの会や知り合いの伝手を
使ってメール配信，及び Facebook などで行ってい
た。2017年 12月は約 50名の参加者があっが，翌月
には約 25 名しか来なかったという状況を目の当た
りにし，より広範囲に告知する必要性を認識し，
2018年 5月からチラシの作成を開始した。チラシは
基本的に二か月分の作成とし，近隣小学校への配布，
保育園への置きチラシ，町内会掲示板への掲示を行
なった。2018 年 11 月から毎回のプレーパークのテ
ーマとなる活動を決め，チラシでも告知するように
なった。また，対外的に，プレーパーク活動自体を
地域に広く知ってもらうためのコミュニケーション
活動も実施してきた。2018年 5月に A氏は「としま
会議注 11」」にて雑司が谷プレーパークについてのス
ピーチを行った。主催者代表と A氏は他イベントで
面識があったため，ゲストとして呼ばれたという経
緯であった。また，同 7月には豊島区子ども若者総
合相談「アシスとしま注 12」」キックオフイベントにお
いて，雑司が谷プレーパークを中心に，ひろばくら
ぶについてのパネル展示を実施し，同じく 7 月に，
A 氏は豊島区セーフコミュニティの会合にもひろば
くらぶ代表として参加した。豊島区主催のイベント
や会議への参加は豊島区子ども課からA氏への声が
けによるものであった。 
一方でひろばくらぶ会員向けには，2017 年 11 月
の出張プレーパーク計画時の打ち合わせ議事録から
始まり，毎月のプレーパーク通信を A氏はほぼ毎回
配信している。プレーパーク通信は，遊びの内容や
それらの写真，気になったこと，次回へ向けての課
題等について A4 一枚程度にまとめられている。ひ
ろばくらぶの定例会議は約月一回あり，その場で口
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頭による報告で済ます活動が多い中，報告内容を可
視化し，継続的に発信している。 
 
4.3 プレーパーク活動へのひろばくらぶの関わり 
雑司が谷プレーパークは，2017 年 7 月に A 氏が
ひろばくらぶの準備組織にプレーパーク活動を提案
したことから始まった。8月には NPO法人設立へ向
けた主活動のひとつとして「子ども育成活動」が決
定し，手段としてプレーパークを実施することとな
った。11月の豊島区主催の出張プレーパーク誘致開
催には，ひろばくらぶの会員 5名が手伝いとして参
加し，プレーパークを実際に体験したことで，プレ
ーパークへの理解と共感を持つこととなった。その
勢いもあり，同月に行われたひろばくらぶ準備組織
定例会議において，NPO組織として体制を決める中，
A氏の副理事長就任が満場一致で決定した。2018年
2 月にひろばくらぶは NPO 法人として登記申請が
完了し，正式に設立した。2018年 5月からチラシ作
成を始め，配布は小学校や保育園と繋がりがある会
員が協力して行った。2019年 2月の火を使ったプレ
ーパーク開催へ向けては，コンサルタントや会員の
助言により当初予定していなかった防災かまどの設
置へ至り，近隣住戸への対応についても対応範囲や，
やり方について会員と協議し，多くの助言を得た。
近隣住戸地域への事前の挨拶まわりには，ひろばく
らぶ会員 2名，プレーパーク当日の火起こしの準備
から片付けまでは，会員 6名が参加した。 
上記のように 2017 年 7 月の A 氏による提案から
順調にプレーパークが立ち上がったようであるが，
実は A 氏は一年前の 2016 年 7 月に一度，高田小跡
地公園検討会にてプレーパークの提案を行っていた。
最初の提案時の参加者の反応は「特にない」という
状況であった。高田小跡地公園検討会（以下公園検
討会）はひろばくらぶと比較して参加住民が多く，
特に長年雑司が谷に居住している高齢者の声が大き
い傾向があった。居住歴が浅い A氏は提案への反応
に対し，それ以上強く押すことができず，また，当
時仕事が多忙だったこともあり，検討会から足が遠
ざかってしまった。しかし，一年後の 2017 年初夏
に，公園検討会のコンサルタントから「プレーパー
クに反対している人はいませんよ」と連絡をもらっ
たことで，再度会議へ出席し，プレーパークの再提
案に至った。会議体も，公園検討会からひろばくら
ぶ準備会へと移行しており，より新設公園の運用と

それを含む雑司が谷のまちづくりに関心があるメン
バーが残り，発言しやすい雰囲気になっていた。ひ
ろばくらぶはそれぞれの活動ごとにリーダーがおり，
やりたい人が自発的に手を挙げて，リーダーとなっ
て実行していく体制となっている。そして相談ごと
があれば会員が互いに助言しあったり，人手が足り
なければ互いに手伝うという仕組みであり，新旧住
民に関わらず何かをやりたい人を支援する関係性が
構築されている。以上の経緯を経て，プレーパーク
はひろばくらぶの主活動の一つとなった。 

5. 運営リーダーA氏について 

5.1 プレーパーク提案の経緯 
雑司が谷プレーパークは A氏の行動力，発信力が
成功への要となっている。A 氏がプレーパークを提
案するに至った経緯について記す。A 氏は現在保育
園に通う子を持つ母親で，フルタイム勤務の女性で
ある。雑司が谷在住は 7年目になる。A氏がプレー
パークを知ったのは，自身が子どもの保育園探しを
していた時であった。ある保育園で元冒険遊び場づ
くり協会理事の天野秀昭氏の講演を聴き，子どもに
泥遊びをさせたいとプレーパークに興味を持った。
しかし，プレーパークの遊び方を取り入れている保
育園には入れず，そこで近所で開催しているプレー
パークを探したが，どこも子どもが気軽に行くには
遠く生活圏にはなかった。その頃に，高田小跡地に
公園が新しく出来ることを町会の回覧で知り，公園
検討会に参加するに至った。 
プレーパークを再度提案するきっかけとなった
のは，4.3に前述したようにコンサルタントからの連
絡であるが，A 氏は再提案するに向けて，たねの会
主催のプレーリーダー研修を受講している。「あまり
大きいことは考えずにやれることからやったらいい」
「地域の方々の理解が大切。子どもの遊びだが，大
人同士の関わりが大切」といったことを，この研修
で学んだことから，「新参者の自分がプレーパークを
やっていくには，住民の方々とうまくやっていくこ
とが大切」であることを強く認識し，その後のひろ
ばくらぶの会員を始め，地域住民との接し方への意
識が変わった。また，プレーパークの理念が A氏の
背中を後押した部分もある。プレーパークを提案し
たものの，当初仕事をしていて時間もないので，行
政やプレーパークにノウハウのある誰かにやっても
らいたいと，受け身に姿勢であった。しかしプレー
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パークそのものが大切にしている「子どもがトライ
アンドエラーで様々なことに気づいていく」ことが，
まさにプレーパークを始めようとしているA氏に必
要なことだと自覚したことで，主体的に活動を推進
するようになった。 

 
5.2 プレーパーク運営を持続できた背景 
雑司が谷プレーパークの実際の運営は，企画から
運営までほぼ A氏一人で行っており，ひろばくらぶ
会員の支援やボランティアスタッフがいるものの，
A氏の負荷が非常に高い状況である。それでも A氏
がプレーパーク運営を持続できた理由は二つある。
一つは，A 氏がやりたいことは，単なる子どもの遊
び場づくりだけでなく，大人を含めた皆が様々なし
がらみやプレッシャーから解放される場をつくりた
いことだと気づいたことにあった。「ダメだしされて
ばかりではやる気もなくなること，ましてやクリエ
イティブなことなど出来ない」と自身の経験で感じ
たことにより，それぞれの人がのびのびとすること
で気持ちを切り替え，やる気がわいてくるような場
をつくることの大切さを痛感し，老若男女を問わず，
そのような場の必要性を考えるに至った。自分がや
りたいことの本質はそのような場づくりだと実感し，
その過程にいることに喜びを感じ，モチベーション
を維持することが出来たといえよう。 
もう一つは人との繋がり，支援があったことであ
る。ほぼ毎回手伝いに来てくれる地域外から参加し
ているボランティアスタッフ三名の存在は大きい。
特に P氏は，近隣小学校の学童保育や様々な子ども
遊びのボランティア実績があり経験豊富な人物であ
る。生き物との触れ合い体験のために虫やカエルを
持ってきてプレーパークを盛り上げたり，遊び内容
だけに留まらない様々な相談に乗ってくれており，
A 氏の支えとなっている。また，プレーパークの活
動によって様々な人の繋がりが出来た。出張プレー
パークを運営した WAKUWAKU 代表の栗林知絵子
氏主催の懇親会に参加したことにより，豊島区子ど
も課，プレーリーダー，前述した P氏といった人物
と繋がり，彼らと交流することで，ノウハウを学ん
だり，プレーパーク実施への意欲を高めていった。 

6. まとめ 

雑司が谷プレーパークが一年強で地域に定着し，
安定的運用に至った要因として，プレーパークのリ

ーダーである A氏の活躍は言うまでもないが，それ
と共に，その活動を支援しているまちづくり NPOの
存在意義は大きい。以下にまちづくり NPO の一活
動としてのプレーパーク運営の特徴を考察する。 

 
（１）多様な人材のネットワーク 
ひろばくらぶの会員は雑司が谷居住歴，ライフス
テージが多様である。その多様性がプレーパークの
運営に良い効果を与えている。プレーパーク活動の
コミュニケーションは，各会員のネットワークによ
って，保育園，小学校，商店街，町会等へと伝えら
れるが，多様な会員の多様なネットワークによって
伝えられるため，情報伝達範囲が広く且つスピード
がある。また，プレーパーク運営に対しても，多様
な視点でチェックが可能である。火器使用における
公園近隣住民への挨拶の必要性や挨拶方法について，
多様な住民の立場で検討することで，問題を未然に
防ぐことが可能である。特に，雑司が谷居住歴が長
く，幅広く強固なネットワークを持つ高齢者会員の
存在は，プレーパーク活動に対する地域住民の理解
を得るのに強力なサポートとなっている。 

 
（２）フラットな組織体制 
ひろばくらぶの活動は 3.1 に前述したように多岐
に渡る。形式としては，理事長，副理事長，理事，
その他会員になっているが，実際にはフラットな組
織で，会員が自発的に提案し，手を挙げた人がリー
ダー及びサポーターとなって活動している。役割を
与えられるわけではないため，それぞれの活動に対
するモチベーションが高い。日常はそれぞれが独立
して活動しているが，何かあれば互いに手伝う関係
性が構築されている。船頭は多いが，「地域のまちづ
くりとその活性化のため」という共通目標があるた
め，ひとつの組織としてまとまることが出来ており，
発言がしやすい雰囲気になっている。 

 
（３）まちづくり専門家の参加 
フラットな組織体制をまとめる役として，まちづ
くりコサンルタントの存在は大きい。長年地域のま
ちづくりに関わっており，住民からの信頼も厚い人
物である。第三者的な立場で冷静に状況を俯瞰して，
A 氏にプレーパークの再提案を促したり，A 氏を副
理事長へ推薦する，といった重要なところで支援を
行っている。 
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様々な人との折衝やまとめに長けているまちづ
くり専門家の特徴が有用されたといえる。 

 
（４）多様性を前提としたインナーコミュニケーシ

ョン 
プレーパーク活動を進めていくためには地域の
理解が大切である。ひろばくらぶには多様な住民が
存在するため，会員の理解を得ることが，地域への
理解に繋がりやすいといえる。会員がプレーパーク
に協力的になったきっかけは，出張プレーパークに
参加し，子どもが嬉しそうに遊ぶ姿を目の当たりに
していい活動だと実感したこと，そして気づいたら
子どもだけでなく，自分たちも楽しんでいたことに
気づいたことであった。A 氏も楽しんでいる会員を
みて，受け入れてくれると自信を持った。その後も，
A 氏による毎月のプレーパーク通信の配信や，手続
き等の進捗状況の情報発信によって，会員はプレー
パークに対して親近感を抱くようになった。多様な
価値観を持っているからこそ，伝える努力をし続け
たことで，共感，信頼を得ることが出来たといえよ
う。 

 
（５）公共空間利用の変化 
冬場に防災かまどを使用したプレーパークを実
施したが，A 氏は当初防災かまどの設置まで計画し
ていなかった。しかしひろばくらぶの会合にて火器
使用の相談をした際に，せっかくなら災害時に備え
て防災かまどを利用したらどうかという助言があり，
様々な検討を重ねた結果，プレーパーク会場となっ
ている公園に防災かまどを新設し，防災かまど使用
の訓練も同時に行うことが出来た。プレーパーク活
動単体では，防災かまどの設置まで至らなかったで
あろう。実現へ向けての手続きは会員やコンサルタ
ントの支援により，迅速に行うことができた。また，
公園の危険箇所への対策についても，長時間大人の
目があったからこそ気づき，更に個人では危険を感
じていても対応しにくいが，公園緑地課との関係性
も構築されている活動団体であることから迅速に伝
え，対応をお願いすることが可能であった。 
 
以上のように，プレーパークを主活動とする団体
ではなく，まちづくり NPO の一活動としてのプレ
ーパークであったからこそ，その特徴が有用された
点が複数みられた。また，この様に設立されたプレ

ーパークは単なる子どもの遊び場づくりの活動に留
まらず，地域社会への貢献に繋がっていきやすいと
も考えられる。一方で，課題も存在する。現在雑司
が谷プレーパークの実質運営はA氏と他地域からの
ボランティアスタッフのみで行われている。A 氏と
同年代の「地域の仲間」が増えることで，A 氏の負
担が軽減されることが期待されるものの，自発的に
申し出てくるのを待っているがなかなか難しい状況
である。その点は，子どもを遊ばせたい親の集まり
と異なり，多様な住民の集まりであることの弱点と
いえる。2020年 3月末に高田小跡地に新設公園が開
園され，公園指定管理団体を目指しているひろばく
らぶは新たなステージを迎える。雑司が谷プレーパ
ーク活動も新たな場を得ることにより，活動の質の
向上，更に公共空間の利用へ良い影響を与え続ける
ことが期待される。 

謝辞 

インタビューにご協力いただいた佐分希久子氏，
小野加瑞輝氏に心より感謝申し上げます。 

注 

注1） 本稿ではプレーパークは冒険遊び場を包括
する総称として使用する。 

注2） 第７回冒険遊び場づくり活動団体実態調査
（2016）の調査対象は 406団体，http://bouken-
asobiba.org/know/index.html（2019年 10月 20
日閲覧） 

注3） 特定非営利法人 日本冒険遊び場づくり協
会が目指す冒険遊び場づくりとして，「子ど
もの生活圏にあること」「いつでも遊べるこ
と」「だれでも遊べること」「自然素材豊かな
野外環境であること」「つくりかえができる
手づくりの要素があること」の五つを大切に
していると述べている, http://bouken-asobiba.
org/make/goal.html 

注4） Table１の運営主体の「冒険遊び場を主としな
い市民活動グループ」には NPO 法人が含ま
れていることは調査実施元に確認済み。「そ
の他」に NPO 法人が記載されているが，明
確に特定できなかった NPO 法人がここに含
まれる。 

注5） 雑司が谷ひろばくらぶのホームページ「団体
紹介」より , http://zoshigaya.club/about.html
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（2019年 10月 20日閲覧） 
注6） 雑司が谷ひろばくらぶのホームページ「活動

紹介」より, http://zoshigaya.club/katudo.html
（2019年 10月 20日閲覧） 

注7） 雑司が谷プレーパークの紹介には「プレーパ
ークにはプログラムがありません。禁止した
り，やり方を無理強いしたりせず多少のケガ
やけんかは見守りながら子どもたちが自分
で考えたことにとことん挑戦できる場所を
目指してます。大人も「ダメ！アブナイ！」
と注意ばかりの日常から解放されてのびの
びとした気持ちで子供を見守りながらおし
ゃべりしたり，つながれたりする場になれば
と思ってます。」と記載されている。 

注8） 東京プレイデーは「すべての子どもが豊かに
遊べる東京を，東京で過ごす大人・子どもみ
んなで目指すことができるよう，遊ぶ大切さ
を啓発するキャンペーン」であり，毎年 10月
１日の都民の日に実施されている。 

注9） NPO 法人雑司が谷ひろばくらぶの設立は
2018年 2月のため，本段階では準備組織であ
る。 

注10） 子どもゆめ基金は独立行政法人 国立青少
年教育振興機構による，子どもの健全育成の
手助けをする基金である。 

注11） としま会議は，ジャンルや世代を越えて豊島
区のさまざまなヒトやコトを紹介しながら，
参加者同士の交流を促す，サロン型イベント
であり，毎回 5名のゲストスピーカーを招い
ている。としま会議実行委員会が主催し，豊
島区の「わたしらしく，暮らせるまち。」推進
室が運営をしている。 

注12） アシスとしまは，子どもとおおむね 39 歳ま
での若者とその家族を対象に，引きこもりな
ど生きづらさを抱えている若者を支援する
総合窓口である。 

参考文献 

1） 細野茜, 三浦茜, 薬袋奈美子：雑司ヶ谷研究(8)
御会式大祭への子供の参加と近隣住民とのコ

ミュニケーション, 日本女子大学紀要（家政）, 
64, 89-97, 2017.3 

2）梶木典子：冒険遊び場づくり活動団体の活動実
態とその経年変化 第 6 回 冒険遊び場づくり
活動団体実態調査の結果より，日本建築学会大
会学術講演梗概集，2014.9 

3）梶木典子：冒険遊び場づくり活動団体の実態に
関する研究:第 7 回 冒険遊び場づくり活動団
体実態調査の結果より,一般社団法人日本家政
学会研究発表要旨集 69(0), 68, 2017 

4）神谷友子, 小松尚：プレーパークの立地・運営・
空間と子どもの利用実態の関係に関する比較
分析,学術講演梗概集. F-1, 都市計画, 建築経
済・住宅問題 (2008), 799-800, 2008.7 

5）森賀文月, 瀬度章子, 田中智子：関西圏のプレー
パーク（冒険遊び場）における運営と利用実態
について, 日本建築学会近畿支部研究報告集, 
2001 

6）梶木典子, 瀬渡章子, 田中智子：プレイリーダー
が常駐する冒険遊び場の利用実態と評価 てん
ぱくプレーパーク（名古屋市天白区）における
調査事例,学術講演梗概集. F-1, 都市計画, 建築
経済・住宅問題 (2003), 671-672, 2003.7 

7）朴恵恩：冒険遊び場における運営形態の実態か
らみた継続性と自立性に関する研究, 日本建築
学会計画系論文集, Vol.74 No. 640, 1379-1385, 
2009.6 

8）梶木典子：住民と行政のパートナーシップによ
る冒険遊び場づくりの運営実態 全国の自治体
を対象とした調査結果より, 日本建築学会大会
学術講演梗概集，2005.9 

9）嶽山洋志, 中瀬勲：プレーパークにおける持続
的な活動形態に関する研究:－有馬富士公園あ
そびの王国での一考察, 環境情報科学論文集 
ceis22(0), 411-416, 2008 

10） 濱本早織, 野沢康：子どもの遊び場づくりとし
てのプレーパーク事業に関する研究, 学術講演
梗概集 . F-1, 都市計画 , 建築経済・住宅問題 
(2006), 563-564, 2006.7 

 
 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages false
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /None
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /None
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /None
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <>
    /CHT <>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents that are to be checked or must conform to PDF/X-1a:2001, an ISO standard for graphic content exchange.  For more information on creating PDF/X-1a compliant PDF documents, please refer to the Acrobat User Guide.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 4.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF che devono essere conformi o verificati in base a PDF/X-1a:2001, uno standard ISO per lo scambio di contenuto grafico. Per ulteriori informazioni sulla creazione di documenti PDF compatibili con PDF/X-1a, consultare la Guida dell'utente di Acrobat. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 4.0 e versioni successive.)
    /JPN <>
    /KOR <>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die moeten worden gecontroleerd of moeten voldoen aan PDF/X-1a:2001, een ISO-standaard voor het uitwisselen van grafische gegevens. Raadpleeg de gebruikershandleiding van Acrobat voor meer informatie over het maken van PDF-documenten die compatibel zijn met PDF/X-1a. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 4.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug true
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks true
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks true
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks true
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed true
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.000 842.000]
>> setpagedevice


